
 

 

７月定例記者会見 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■日 時 平成３０年７月３日（火）１１時 

■場 所 ２階第１会議室 

 



会 議 次 第 

 

１ 開会 

 

２ 市長の挨拶 

 

３ 市からの会見資料による情報発信 

 

４ 記者からの市政全般に対する質問 

 

５ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 



定例記者会見資料 

                     平成３０年７月３日 

７月  

 

８日 

案 件 名 鳥栖市お試し移住事業「河内町お試し住宅」開所式 

問合せ先 企画政策部 総合政策課     ☎ 85－3511 Ｐ２ 

 

２２日 

～ 

８月５日 

案 件 名 鳥栖・ツァイツ子ども交流事業（受入れ） 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課  ☎ 85－3508 Ｐ１３ 

 

８月  

 

８月 1日 

～ 

案 件 名 
鳥栖市明治維新１５０年記念事業 

「鳥栖参志の人・技」講座 

問合せ先 
肥前さが幕末維新博覧会事業推進室 

（商工振興課内）        ☎ 85－3605 

Ｐ１６ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 鳥栖市お試し移住事業「河内町お試し住宅」開所式 

日   時 平成３０年７月８日（日）１１時～ 

場   所 河内町お試し住宅（河内町２３４９ー１） 

内  容 

市では、さらなる定住人口の獲得と既存集落の活性化の

ため、本市への移住検討者を対象としたお試し移住事業を

実施いたします。 

事業を実施する河内町は、平成２８年度に県が設置した

中山間地・離島・県境振興対策本部による第１弾訪問集落

の１つに指定され、県・市職員による１４回の集落訪問で

の意見交換をきっかけに、空家を活用したお試し移住事業

の実施に至りました。さらに、空家の改修費用等につきま

しても、県による平成２９年度さが未来スイッチ交付金に

てご支援をいただいています。 

つきましては、事業の開始にあたり、地域の方々をはじ

め、県・市関係者等とともに、河内町お試し住宅の開所式

を実施いたしますのでお知らせします。 

日 時 平成３０年７月８日（日）１１：００～ 

場 所 河内町お試し住宅（河内町２３４９番地１） 

概 要 ■式典開始 

■主催者挨拶 鳥栖市長 橋本 康志 

■ご来賓挨拶  

佐賀県 地域交流部 さが創生推進課長 

川内野 修 様 

鳥栖市議会議長 齊藤 正治 様 

河内町区長   牟田 忠儀 様 

    ■テープカット・内覧会 

問合せ先 企画政策部 総合政策課 ☎ 85－3511 
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平
成
3
0
年
７
月
３
日

鳥
栖
市
企
画
政
策
部
総
合
政
策
課

ま
ち
・
ひ
と
・し
ご
と
創
生
推
進
室

鳥
栖
市
お
試
し
移
住
事
業
の
概
要

「
博
多
ま
で
2
9
分
の
大
自
然
」
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1

河
内
町
お
試
し
住
宅
に
つ
い
て

所
在
地

河
内
町
2
3
4
9
-1
（
河
内
河
川
プ
ー
ル
そ
ば
）

敷
地
面
積

6
4
7
.9
4
㎡

構
造

木
造
瓦
葺
平
家
建

間
取
り

６
Ｄ
Ｋ

建
築
年
月
日

平
成
1
0
年
4
月
2
3
日

床
面
積

1
5
1
.0
5
㎡

備
考

平
成
3
0
年
3
月
内
部
リ
フ
ォ
ー
ム
済
み

（
内
装
改
修
、
畳
表
替
え
、
台
所
〔
水
栓
器
具
・
コ
ン
ロ
・

レ
ン
ジ
フ
ー
ド
取
替
〕
、
ト
イ
レ
〔
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
便
座

取
替
〕
、
ガ
ス
給
湯
設
備
更
新
、
建
具
新
調
・
張
替
、
空
調

機
器
設
置
、
照
明
器
具
取
替

な
ど
）

河 内 河 川 プ ー ル
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鳥
栖
市
お
試
し
移
住
事
業
の
目
的

さ
ら
な
る

定
住
人
口

の
獲
得

既
存
集
落

の
活
性
化

都
市
的
利
便
性
と
豊
か
な
自
然
環
境
の
両
方
を

享
受
で
き
る
居
住
地
と
し
て
の
鳥
栖
市
の
強
み

を
移
住
検
討
者
が
実
体
験
で
き
る
機
会
を
設
け

る
こ
と
で
、
鳥
栖
市
が
移
住
先
と
し
て
選
ば
れ

る
確
立
を
高
め
、
さ
ら
な
る
定
住
人
口
の
獲
得

に
つ
な
げ
る
。

自
然
環
境
を
活
か
し
た
観
光
資
源
が
集
積
し
て
い

る
強
み
を
持
つ
河
内
地
区
に
お
い
て
、
お
試
し
移

住
体
験
住
宅
の
整
備
を
行
い
、
新
し
い
ひ
と
の
流

れ
を
作
り
出
す
こ
と
で
、
移
住
検
討
者
と
地
域
と

の
交
流
機
会
を
創
り
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と

既
存
集
落
の
維
持
、
活
性
化
に
つ
な
げ
る
。
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3

2
つ
の
「強

み
」
で
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
！

１
．
地
理
的
優
位
性
に
よ
る
「
都
市
的
利
便
性
」

九
州
陸
路
交
通
の
要
衝
＆
福
岡
都
市
圏
へ
の
近
接
性

「
都
市
の
利
便
性
」
と
「
自
然
豊
か
な
住
環
境
」

鳥
栖
市
な
ら
、
両
方
の
イ
イ
ト
コ
取
り
が
で
き
る
！

２
．
山
間
部
の
自
然
豊
か
な
環
境
も
車
で
1
0
数
分

一
般
的
な
鳥
栖
の
イ
メ
ー
ジ

（
鳥
栖
市
最
大
の
強
み
）

都
市
的
利
便
性
に
プ
ラ
ス
α

（
新
た
に
訴
求
す
る
強
み
）

(1
)自

然
を
活
か
し
た
観
光
資
源
の
集
積

(2
)季

節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
の
展
開

河
内
ダ
ム
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン
鳥
栖
市
民
の
森
、
大
山
祇
神
社
、
河
内
河

川
プ
ー
ル
、
市
村
自
然
塾
九
州
、
地
域
休
養
施

設
、
滞
在
型
農
園
施
設
な
ど
自
然
を
活
か
し
た

観
光
資
源
が
集
積
。
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ

く
る
上
で
大
き
な
強
み
を
持
っ
て
い
る
。

佐
賀
県
さ
が
未
来
ス
イ
ッ
チ
交
付
金
を
活
用
し
、

夏
季
や
春
季
の
「
自
然
観
察
会
」
、
大
山
祇
神
社

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
当
日
昼
間
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
実
施
す
る
「
紅
葉
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」

な
ど
、
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
交

流
人
口
拡
大
の
取
組
を
継
続
的
に
展
開
し
て
い
る
。

「
河
内
町
特
有
の
強
み
」

「
鳥
栖
市
全
体
の
強
み
」
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4

【
事
業
化
の
背
景
１
】
“
鳥
栖
発
”
創
生
総
合
戦
略

（
H
2
7
.9
月
策
定
）

基
本
目
標
２

鳥
栖
市
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る

K
P
I

住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
に
よ
る
2
5
～
3
9
歳
人
口
の
転
入
者
数

（
2
0
1
0
～
2
0
1
3
年
の
平
均
を
維
持
し
、
2
0
2
0
年
ま
で
に
約
8
,4
0
0
人
）

基
本
的
方
向
「
市
内
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
」

本
市
に
お
い
て
は
2
0
代
後
半
か
ら
4
0
代
前
半
に
か
け
て
の
子
育
て
世
代
の
移
住
が
増
え
て
お
り
、

そ
れ
が
今
日
ま
で
の
本
市
の
人
口
増
加
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
こ
う
し
た
市
内
へ
の
移

住
の
流
れ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、
「
鳥
栖
で
暮
ら
し
た
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
す
。
併
せ
て
、
本
市
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
戦
略
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

本
市
で
働
き
な
が
ら
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
市
内
従
業
者
の
過
半
数
を
占
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
う
し
た
人
々
に
本
市
へ
の
移
住
を
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、
移
住
者
の
受
け
皿
と
な
る

宅
地
の
整
備
・
開
発
に
つ
い
て
、
中
長
期
的
な
視
点
で
有
効
な
方
策
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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5

中
山
間
地
・
離
島
・
県
境
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
、
地
域
の
現
場
の
課
題
を
吸
い
上
げ
解

決
に
つ
な
げ
る
こ
と
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
住
民
の
自
発
的
な
取
組
を
支
援
す
る
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
H
2
8
.5
月
に
設
置
。

（
本
部
長
：
副
島
副
知
事
、
副
本
部
長
：
地
域
交
流
部
長
、
構
成
員
：
池
田
副
知
事
、
教
育
長
、
全
部
長
、
局
長
）

１
．
佐
賀
県
中
山
間
地
・
離
島
・
県
境
振
興
対
策
本
部
の
設
置

河
内
町
が
県
内
5
か
所
の
訪
問
集
落
の
1
つ
に
指
定
さ
れ
、
県
職
員
と
市
職
員
の
３
名
体
制

で
河
内
町
を
計
1
4
回
訪
問
し
（
H
2
8
.7
月
～
1
0
月
）
、
住
民
と
の
意
見
交
換
や
地
域
活

動
に
参
加
。

２
．
河
内
町
が
対
策
本
部
に
よ
る
第
１
弾
訪
問
集
落
に
指
定

（
H
2
8
.1
1
.2
1
第
2
回

佐
賀
県
中
山
間
地
・
離
島
・
県
境
振
興
対
策
本
部
会
議
資
料
よ
り
）

３
．
集
落
訪
問
に
よ
る
住
民
意
見
の
抽
出

【
事
業
化
の
背
景
２
】
佐
賀
県
中
山
間
地
・
離
島
・
県
境
振
興
対
策
本
部

•
若
い
人
た
ち
に
河
内
に
移
り
住
ん
で
も
ら
う
し
か
集
落
が
⽣
き
残
る
道
は
な
い
。

•
お
た
め
し
移
住
に
適
し
た
空
き
家
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
を
拠
点
と
し
て
河
内
に
移
住
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
が
で
き
れ
ば
い
い
。
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6

目
的

人
口
減
少
や
こ
れ
に
伴
う
地
域
の
活
力
低
下
が
顕
著
な
地
域
を
対
象
に
、
集
落
等
の
維
持
や
活
性
化
、

あ
る
い
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
強
化
を
目
的
と
し
て
市
町
が
行
う
事
業
に
対
し
、
県
が
交
付

す
る
も
の
。

対
象
地
域

人
口
減
少
率
、
高
齢
化
率
等
の
観
点
か
ら
、
実
質
的
に
過
疎
化
が
顕
著
な
地
域

（
H
2
2
.1
0
.1
～
H
2
7
.1
0
.1
に
か
け
て
の
人
口
増
減
率
が
マ
イ
ナ
ス
の
地
域
で
あ
る
こ
と
）

対
象
事
業

市
町
が
行
う
次
の
事
業

■
区
分
Ａ
（
ソ
フ
ト
事
業
）

実
質
的
過
疎
地
域
又
は
実
質
的
過
疎
地
域
を
含
む
広
域
で
行
わ
れ
る
当
該
地
域
の
維
持
、
活
性
化

を
目
的
と
す
る
事
業

■
区
分
Ｂ
（
ハ
ー
ド
事
業
）

実
質
的
過
疎
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
施
設
の
整
備
・
改
修
又
は
備
品
等
整
備
の
事
業

補
助

率
１
／
２
（
市
町
負
担
額
を
上
限
）

実
施
期
間

３
年
間
（
Ｈ
２
８
～
３
０
年
度
）

お
試
し
住
宅
の
改
修
費
・
備
品
購
入
費
等
（
約
5
0
0
万
円
）
に
つ
い
て

平
成
2
9
年
度
「さ
が
未
来
ス
イ
ッ
チ
交
付
金
」を
活
用

※
平
成
3
0
年
度
も
お
試
し
住
宅
運
営
費
へ
の
支
援
を
継
続
中

さ
が
未
来
ス
イ
ッ
チ
交
付
金
の
概
要

（
佐
賀
県
地
域
交
流
部
さ
が
創
生
推
進
課
）

【
事
業
化
の
背
景
３
】
佐
賀
県
さ
が
未
来
ス
イ
ッ
チ
交
付
金

11



7

平
成
2
8
年
4
月
に
佐
賀
県
移
住
支
援
室
が
設
置
さ
れ
、
「
さ
が
移
住
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」
と
し
て
、
県
庁
１
階
・

福
岡
（
毎
週
水
曜
）
・
東
京
に
相
談
デ
ス
ク
を
設
置
し
、
仕
事
や
移
住
に
関
す
る
相
談
体
制
を
強
化
さ
れ
て
い
る
。

県
で
は
、
人
口
集
積
が
進
む
福
岡
都
市
圏
を
移
住
促
進
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
鳥
栖
市
の

定
住
人
口
獲
得
に
向
け
た
考
え
方
と
も
リ
ン
ク
す
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
さ
ら
な
る
連
携
強
化
を
図
る
。

１
．
佐
賀
県
移
住
支
援
室
（
さ
が
移
住
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
）
と
の
連
携

•
さ
が
暮
ら
し
☆
し
ご
と
相
談
in
F
U
K
U
O
K
A
（
H
2
8
.1
1
.5
）

•
さ
が
暮
ら
し
・
な
が
さ
き
暮
ら
し
U
JI
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

（
H
2
9
.1
.2
2
）

•
さ
が
暮
ら
し
・
な
が
さ
き
暮
ら
し
U
JI
タ
ー
ン
移
住
相
談
会

（
H
2
9
.7
.2
＠
東
京
交
通
会
館
）

•
さ
が
暮
ら
し
☆
し
ご
と
相
談
in
F
U
K
U
O
K
A
（
H
2
9
.9
.3
0
）

•
さ
が

な
が
さ
き
合
同
し
ご
と
・
暮
ら
し
相
談
会

（
H
2
9
.1
1
.1
1
）

•
佐
賀
県
・
長
崎
県
合
同
U
タ
ー
ン
・
I
タ
ー
ン
相
談
会

（
H
3
0
.5
.1
8
）

•
毎
週
水
曜
日
の
福
岡
デ
ス
ク
に
も
随
時
参
加
中

（
＠
博
多
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
）

２
．
県
主
催
の
福
岡
・
東
京
な
ど
で
の
移
住
相
談
会
へ
の
参
加
（
H
2
8
～
）

佐
賀
県
移
住
支
援
室
（
さ
が
移
住
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
）
と

連
携
し
て
移
住
促
進
の
取
組
を
推
進
中

移
住
相
談
会
等
で
「
河
内
町
お
試
し
住
宅
」
を
Ｐ
Ｒ
！

※
8
/2
（
木
）
県
主
催
「
子
育
て
環
境
の
よ
さ
体
感
ツ
ア
ー
（
天
神
発
着
日
帰
り
・
2
0
名
程
度
）
」
で
見
学
予
定

【
事
業
化
の
背
景
４
】
佐
賀
県
移
住
支
援
室
（
さ
が
移
住
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク
）
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 鳥栖・ツァイツ子ども交流事業（受入れ） 

日 時 平成３０年７月２２日（日）～８月５日（日） 

内  容 

友好交流都市であるドイツ連邦共和国ツァイツ市の学

生７名が本市を訪問し、ホームステイを通じて異文化理

解を深めます。 

 

■事業目的  

平成１６年度から、フッペルのピアノの故郷であり友

好交流都市であるドイツ国ツァイツ市と、交流事業の一

環としてホームステイによる鳥栖・ツァイツ子ども交流

事業を開始しました。 

この事業は、両国の学生がホームステイを通して、互

いの国の自然や歴史、文化、社会、人々との交流を体験

する派遣事業です。 

市内での日本文化体験や、長崎での平和学習などを行

う予定です。 

 

■スケジュール概要は別紙のとおり 

（但し、スケジュールは変更になることがあります。） 

 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課 ☎８５－３５０８ 
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月 日 場　所 予　　　　　　　定

７/２２ 福岡空港 14:00 出発／（鳥栖市役所⇒福岡空港）

(日) 14:10 16:00 羽田空港⇒福岡空港到着

出迎え

16:30 17:00 バスで移動（福岡空港⇒鳥栖市内）

市内 17:00 19:00 交流会（市民体育センター）

17:00 19:00 解散／引率者と打合せ

７/２３ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

（月） 9:00 10:00 日本語指導

10:00 12:00 折り紙体験（１－１）

12:00 13:00 昼食

13:30 14:30 市内散策（ネブラの天体盤ほか）、折り鶴製作

鳥栖市役所 15:30 16:30 市長表敬訪問（２－１）

17:30 18:00 解散/各家庭へ

７/２４ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

（火） 市内 10:00 11:30 保育園訪問（小鳩園）

11:30 12:00 昼食（保育園給食）

14:00 17:00 弘堂国際学園訪問

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

７/２５ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

(水） 市内 9:30 11:30 吉野ヶ里歴史公園

12:00 13:00 昼食

13:30 17:00 日本文化体験（文化連盟）

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

７/２６ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

(木) 9:00 10:00 茶道体験（昌元寺）

10:00 11:00 昔遊び

11:00 13:00 和食調理実習、昼食

《太宰府市》 13:30 17:00 太宰府天満宮、光明禅寺ほか

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

７/2７ 鳥栖市役所 ～ 8:00 集合

(金） 市内 9:00 11:00 鳥栖三養基消防組合

12:00 14:00 昼食

14:00 17:00 竹灯篭づくり

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

７/２８（土） 各家庭による個別の企画　（※サガン鳥栖ホーム戦）

７/２９（日） 終日、ホストファミリーと過ごす

鳥栖･ツァイツ子ども交流事業スケジュール(2018）（案）
時 間
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月 日 場　所 予　　　　　　　定

鳥栖･ツァイツ子ども交流事業スケジュール(2018）（案）
時 間

７/３０ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

(月） 《長崎市》 8:30 10:00 鳥栖市→長崎市　バス移動

貸切バス 長崎:文化歴史施設見学/平和学習

昼食（中華街）

16:00 18:00 長崎市→鳥栖市へ移動

18:00 解散/各家庭へ

７/３１ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

（火） 市内 9:00 11:00 陶芸体験（魚蓮坊）

11:00 11:30 御手洗の滝

12:00 12:30 昼食

13:00 14:30 サンメッセ鳥栖（フッペルのピアノ）、スタジアム見学

15:00 17:00 くすり博物館見学

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

８/１ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

（水） 《佐賀市》 8:30 9:30 佐賀市へ移動

10:30 12:00 佐賀大学ドイツ語授業参加、学生と交流（講師：重竹先生）

12:30 13:30 昼食

14:30 16:00 紙すき体験（名尾和紙）

16:00 17:00 佐賀→鳥栖

鳥栖市役所 17:30 18:00 解散/各家庭へ

８/２ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

(木） 《熊本市》 9:00 鳥栖市→熊本市へ移動

10:00 熊本市内見学（水前寺公園、熊本城）

昼食（熊本城）

15:00 三池炭鉱万田坑見学

16:00 ～鳥栖市へ帰路

鳥栖市役所 18:00 解散/各家庭へ

８/３ 鳥栖市役所 8:00 8:30 集合

(金） 午前 送別会練習、滞在期間中の感想などのまとめ（１－１）

12:00 13:00 昼食

13:00 17:00 送別会練習、滞在期間中の感想などのまとめ（１－１）

17:00 18:00 送別会会場準備、リハーサル

栖の宿 18:00 21:00 送別会

21:00 解散/各家庭へ

８/４ 各家庭による個別の企画

（土） 終日、ホストファミリーと過ごす

８/５ 鳥栖市役所 6:30 出発／各家庭より福岡空港へ

（日） 福岡空港 7:30 移動（鳥栖市役所⇒福岡空港）・集合

搭乗手続き

9:30 福岡空港⇒羽田空港へ出発

見送り後、解散

10:00～16:00



 

情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 
鳥栖市明治維新１５０年記念事業 

「鳥栖参志の人・技」講座 

申し込み 

講座１の申込 ８月１日（水）から 

講座２の申込 ９月３日（月）から 

講座３の申込 １１月１日（木）から 

【申し込み先】肥前さが幕末維新博覧会事業推進室  

（商工振興課内）へ TEL 0942-85-3605。 

FAX 0942-83-3095、メール syoukou@city.tosu.lg.jp 

でも受け付けております。 

開催場所 鳥栖市立図書館２階視聴覚室 

内  容 

鳥栖市では、明治維新 150 年を記念して、江戸～明治期の

鳥栖を支えた産業「くすり」「はぜろう」「鉄道」に関連

する３回の講座を開催します。 

３つの産業から見た、明治維新期の鳥栖を探ります。 

 

講座１ 平成３０年 ９月 ２日（日） 13:30～15:30 

「地方からの産業革命－九州鉄道会社を中心に－」

【講師】中村尚史東京大学社会科学研究所教授 

講座２ 平成３０年 ９月３０日（日） 13:30～15:30 

 「鳥栖を支えた産業－櫨蝋－（仮称）」 

【講師】後藤正明福岡大学研究推進部古文書室 

講座３ 平成３０年１１月１８日（日） 13:30～15:30 

 「鳥栖を支えた産業－くすり－（仮称）」 

【講師】山本長次佐賀大学経済学部教授 

※各講座ともに【定員】100 名 

（事前の申し込みが必要となります） 

問合せ先 肥前さが幕末維新博覧会事業推進室 

（商工振興課内） 
☎８５－３６０５ 
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定例記者会見資料（イベント情報） 

 

７月 
 

1 日～ 

８月３１日 

案 件 名 市民プールが開業しました 

問合せ先 
健康福祉みらい部 スポーツ振興課 ☎ 85－3522 

                 市民プール     ☎ 85－3634 
Ｐ１８ 

 

２日～ 

１８日 

案 件 名 鳥栖市・基山町 水生生物調査を開催します 

問合せ先 市民環境部  環境対策課     ☎ 85－3561 Ｐ１９ 

 

２日～ 

３１日 

案 件 名 「消費生活メイト」養成講座を開催します 

問合せ先 市民環境部  市民協働推進課   ☎ 85－3800 Ｐ２１ 

 

２１日～ 

８月３１日 

案 件 名 河川プールを開設します 

問合せ先 
産業経済部 商工振興課       ☎ 85－3605 

 農林課              ☎ 85－3566 
Ｐ２４ 

 

２１日～ 

２２日 

案 件 名 鳥栖祗園山笠が開催されます 

問合せ先 
鳥栖山笠奉賛会                ☎ 83－3121 

産業経済部 商工振興課       ☎ 85－3605 
Ｐ２５ 

 

２９日 

案 件 名 まつり鳥栖２０１８が開催されます 

問合せ先 
まつり鳥栖実行委員会         ☎ 83－8415 

産業経済部 商工振興課       ☎ 85－3605 
Ｐ２７ 

 

８月 

 

５日 

案 件 名 筑後川花火大会が開催されます 

問合せ先 産業経済部 商工振興課       ☎ 85－3605 Ｐ２８ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 市民プールが開業しました 

期   間 平成３０年７月１日（日）～８月３１日（金）まで 

時  間 １０：００～１８：００ 

内  容 

・期間中は悪天候の場合を除き休まず営業します 

■５０メートルプールがあります（身長制限あり） 

■スライダープールは、小学生以上が利用できます 

■保護者同伴で、未就学児も利用できます 

■料金 小中学生  １００円（小学生未満は無料） 

■   高校生以上 ２００円 

  

 ※付き添いでの入場にも料金は必要です 

 ※台風等の悪天候により休業する場合もあります 

  ので施設又は担当課に直接お問い合わせ下さい 

問合せ先 
健康福祉みらい部 スポーツ振興課 

         市民プール  

☎８５－３５２２ 

☎８５－３６３４ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 鳥栖市・基山町 水生生物調査を開催します。 

応募期間 平成３０年７月２日（月）～平成３０年７月１８日（水） 

応募方法 

(３通り) 

① 電話で環境対策課（０９４２－８５－３５６１） 

【受付時間 ８：３０～１７：１５】まで申込み。 

②『申し込み用紙』を環境対策課窓口に提出、郵送又は 

ＦＡＸ（０９４２－８５－２００９）まで。 

③『申し込み用紙』と同様の内容を環境対策課に 

メール kankyou@city.tosu.lg.jp で送信。 

内  容 

夏休み期間中、小学３～６年生を対象とした水生生物調

査を河内河川プール近傍で開催します｡ 

 毎年、多くの子供達とその保護者に参加して頂いており

ますが、中には“夏休みの自由研究”のために家族で参加

されている方々もいます。 

 インターネット・スマホ・テレビゲーム等の普及により 

外で遊ぶことや、自然に触れる機会が減っていますが、 

本研修では鳥栖市が誇る清流で、子供たちが一生懸命に 

グループ毎に水中生物を調査し、その結果を発表します。 

◆日 時 平成３０年８月４日(土) ９時～１１時 

◆時 程  ９：００～ ９：３０ 職員による講習等 

      ９：３０～ ９：４５ 水中生物の捕獲 

      ９：４５～１０：２０ 分析・発表準備 

     １０：２０～１０：３５ グループ発表 

     １０：３５～１１：００ まとめ・撤収 

◆場 所 大木川（河内河川プール横） 

◆参加定員 ２０組（約４０名） 参加料無料 

◆携行品 川に入れる服装、濡れてもいい運動靴、帽子、

水筒、タオル、筆記用具 

問合せ先 市民環境部  環境対策課 ☎８５－３５６１ 

 



鳥栖・基山連携事業 

   親子で川の生き物調査隊 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

【対 象 者】  小学校３年生～６年生とその保護者 

【 日  程 】 受付：午前８時 40 分～午前９時０0 分 

会 場 実 施 日 時 場 所 定員 

基山会場 ７月２２日（日）午前９時～午前１１時 ・実松川（宮浦共乾付近） 2０組 

鳥栖会場 ８月 ４日（土）午前９時～午前１１時 ・大木川（ 河 内 河 川 プ ー ル 横 ） 2０組 

【雨天延期】 基山会場：７月２９日（日）午前９時～午前１１時 

       鳥栖会場：８月１８日（土）午前９時～午前１１時 

【参 加 料    】 無 料  

【携 行 品】 川に入れる服装、濡れてもいい運動靴、帽子、水筒、タオル、筆記用具 

【応募方法】 ① 電話での応募【 受付時間 ８：３０～１７：１５ 】  

０９４２－８５－３５６１（ 鳥栖市役所 環境対策課 ） 

        ② その他（窓口提出・郵送・ＦＡＸ・メール） 

        ・『申し込み用紙』を 鳥栖市役所 環境対策課 窓口に提出、郵送又は FAX 

        ・『申し込み用紙』と 同様の内容を鳥栖市役所 環境対策課にメール 

【応募期間】 平成３０年７月２日（月）～平成３０年 7 月１８日（水）午後５時まで必着 

※ 先着順で定員になり次第締め切ります。 

【連 絡 先】 鳥栖市役所 環境対策課 

〒 ８４１－８５１１  住 所：鳥栖市 宿町１１１８番地 

TEL：８５－３５６１  FAX：８５－２００９   Ｍａｉｌ：kankyou@city.tosu.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催 鳥栖市 環境対策課 基山町 まちづくり課生活環境係  共催 鳥栖市環境保全協議会 

  

申  し  込  み  用  紙 

ふりがな  ふりがな  児童との関係 

児童氏名  同伴者氏名   

電話番号  住所  

携 帯 電 話 番 号  
学校名        小学校   年 

FAX  

希望会場 どちらでもよい（ ○ ） ・ 基山（ ○ ） ・ 鳥栖（ ○ ） 

川には魚のほかにも、いろいろな生き物が住んでいるんだ ！ 

そこにいる生き物を調べれば、川がどのくらいきれいなのかがわかるよ！ 

“森の中”や“川の中”は、涼しくて、とっても気持ちが良いよね ♬  

お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんと一緒に調べてみましょう！

『夏休みの自由研究』にもなるから、とってもいいよね♪ 

今年も基山町と一緒に、鳥栖市と基山町の川を調査するよ！ 

どちらの会場でも参加できるから、みんなで一緒に川を調査しようよ！？ 



 

情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 「消費生活メイト」養成講座を開催します 

申込期間 平成３０年７月２日（月）～７月３１日（火） 

場   所 鳥栖市役所 会議室 

対  象 鳥栖市にお住まいの方 

内  容 

消費センターと地域をつなぐ市民ボランティア「消費生

活メイト」の養成講座を８月から開催します。 

「消費生活メイト」とは、消費生活に関する基礎的な学

習をすることで、地域の消費者トラブルを防ぐために、地

域での見守りや消費生活に関する啓発活動を行う市民ボ

ランティアです。 

 「消費生活メイト」になり、ご家族やご近所の消費者ト

ラブルを防ぎましょう。 

 

■開 催 日 ：８月２０日（月）、９月２０日（木）、 

１０月１１日（木）、１１月８日（木）、１２月２０日（木）、

１月１７日（木）、２月４日（月） 

■時  間 ：いずれも午前１０時～午前１１時３０分 

■申込期間 ：平成３０年７月２日（月）～７月３１日（火） 

■募集人員 ：２０名（先着順） 

■受 講 料 ：無料 

■申込方法 ：別紙の申込書を市民協働推進課へご提出・

ご郵送いただくか、メールにてお申し込みください。 

■養 成 後 ：養成講座修了者は、消費生活メイトとして

登録します。年間４回程度、消費生活に関する学習会・交

流会や地域での啓発活動を行います。 

問合せ先 市民環境部 市民協働推進課 ☎８５－３８００ 
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消費生活センターと地域をつなぐ！市民ボランティア 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日(月)開講             日時・内容は裏面へ 

「消費生活メイト」ってどんなことをするの？ 

消費生活メイトとは、消費生活に関する基礎的な学習をすることで、地域と消費生活センターとのパイプ

役として、地域での「見守り」や消費生活に関する「啓発活動」を行うボランティアです。 

 

◇メイト活動の具体例◇ 

・消費生活メイト交流会で学んだ消費生活に関する注意喚起の情報を、隣近所や友人と

の普段の会話の中で伝えた。 

・消費生活センターが行う啓発キャンペーンに参加し、駅前で市民にチラシを配布した。 

・ご近所の高齢者宅に、業者が頻繁に訪問していたので、消費生活センターを紹介した。  

 

それぞれのメイトさんが、できる範囲での活動を行っていただくことが、地域の消費者トラブルの未然

防止や拡大防止につながっていきます。 

「消費生活メイト養成講座」に参加して、「消費生活メイト」になりましょう！ 

ご家族やご近所の消費者トラブルを防ぎましょう！！ 

お問合せ・お申込み 鳥栖市役所 市民協働推進課 消費生活センター 

住所：〒８４１－８５１１ 鳥栖市宿町１１１８番地 

TEL ：８５－３８００   メールアドレス：kyoudou@city.tosu.lg.jp 

 
◆ 申込み期間：平成３０年７月２日（月）から７月３１日（火）まで 
◆ 募集人員 ：２０名（先着順） 
◆ 受 講 料 ：無料 
◆ 申込み方法：別紙の申込書を市民協働推進課へご提出・ご郵送いただくか、 

メールにてお申し込みください。 
◆ 養 成 後 ：養成講座修了者は、消費生活メイトとして登録します。 

年間４回程度、消費生活に関する学習会・交流会や地域での啓発活動を
行います。 

 全７講座 
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時 間:午前１０時～１１時３０分  場 所:鳥栖市役所会議室 

講座開催日 内   容 

平成３０年 ８月２０日（月） 
開講式                     ２階第２会議室 

オリエンテーション「消費生活メイトの役割とは？」 

平成３０年 ９月２０日（木） 
講座①「消費者問題について」          １階第２会議室 

講師：岩本 諭氏（佐賀大学 経済学部 教授） 

平成３０年１０月１１日（木）     
講座②「健康と医療」              ２階第２会議室 

講師：原 めぐみ氏（佐賀大学 医学部 准教授） 

平成３０年１１月 ８日（木） 
講座③「消費者に必要な契約の知識」       ２階第２会議室 

講師：原 弘安氏（州都綜合法務事務所 代表司法書士） 

平成３０年１２月２０日（木） 
交流会①                    ２階第２会議室 

意見交換会、消費生活センターからのお知らせ 

平成３１年 １月１７日（木） 
講座④「家庭と被服」              ２階第２会議室 

講師：甲斐 今日子氏（佐賀大学 教育学部 教授） 

平成３１年 ２月 ４日（月） 

交流会②                    ２階第２会議室 

意見交換会、消費生活センターからのお知らせ 

閉講式 

※原則、すべての日程に受講可能な方を対象とします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・きりとり・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

平成３０年   月   日   

 

※この申込書にご記入いただいた内容は、消費生活メイト養成講座以外には使用しません。 

氏  名 

フリガナ 

性別 男 ・ 女 
 

住  所 

〒□□□－□□□□ 

 

鳥栖市 

電話番号 

自 宅   （    ） 

 

携 帯   （    ） 

年齢 才  

メールアドレス  
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名  河川プールを開設します。 

期  間 平成３０年７月２１日（土）～８月３１日（金） 

時  間 
・沼川河川プール、河内河川プール：９：３０～１６:００ 

・四阿屋遊泳場：８:３０～１７:００ 

対  象 
沼川河川プール（立石町）、四阿屋遊泳場（牛原町）、 

河内河川プール（河内町） 

内  容 

 市内３箇所で河川プールを開設します。 

 川の水を利用したひんやり冷たいプールは、夏の暑い 

時期には絶好の避暑地になります。 

 ぜひご利用ください。 

 なお、各施設ともペット連れの入場及び火の使用は禁止

となっておりますのでご注意ください。 

 また、路上駐車をすると付近の住民や緊急車両などの 

通行に支障が出ますので、交通マナーの遵守をお願いしま

す。 

問合せ先 

１：沼川河川プール、四阿屋遊泳場 

産業経済部 商工振興課 

２：河内河川プール 

産業経済部 農林課 

 

☎８５－３６０５ 

 

☎８５－３５６６ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名  鳥栖祗園山笠が開催されます 

日  時 平成３０年７月２１日（土）・２２日（日）１３時～１６時 

場  所 八坂神社 

内  容 

鳥栖の夏の伝統行事である「鳥栖祇園山笠」が今年も

開催されます。 

昭和３年から始まった鳥栖山笠は、市内６町区の個性

あふれる山車が掛け声とともに市街地を勢いよく駆け抜

けます。 

今年の１番山は秋葉町「浮
ふ

立面
りゅうめん

」です。 

本通筋商店街で行われる６基の山車が激しく揺れる

「総がぶり」や旗を一周するタイムを競う「祗園旗廻

り」など、見どころ満載となっておりますので、皆さん

曳き手にかける「力水」を持って是非お越しください。 

 

 

 

 

問合せ先 
鳥栖山笠奉賛会 

産業経済部  商工振興課 

☎８３－３１２１ 

☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名  まつり鳥栖２０１８が開催されます 

日  時 平成３０年７月２９日（日）１２時～２１時 

対  象 鳥栖市中心市街地（本通筋商店街、中央公園ほか） 

内  容 

鳥栖の夏の風物詩である「まつり鳥栖」が今年も開催

されます。 

歩行者天国となる中心商店街には出店が並び、パレー

ドやステージイベント等が行われます。 

今年は、「バブルフェスティバル」、「ストロングマン・

チャレンジ in 九州」、「大正町将棋広場」と、各会場で

様々なイベントが行われる予定です。 

最後に行われる市民総踊りはどなたでも参加できます

ので、皆様で一緒にまつりを盛り上げましょう。 

また、まつり鳥栖実行委員会では、まつり鳥栖を一緒

に盛り上げてくださる当日のボランティアスタッフも募

集していますので、ご協力いただける人は、実行委員会

にお申し込みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問合せ先 
まつり鳥栖実行委員会 

産業経済部  商工振興課 

☎８３－８４１５ 

☎８５－３６０５ 
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情 報 発 信 シ ー ト 

案 件 名 筑後川花火大会が開催されます 

日  時 平成３０年８月５日（日）１９時４０分～２１時１０分頃 

対  象 下野町運動広場（鳥栖会場） 

内  容 

 鳥栖市が共催している「筑後川花火大会」が今年も８

月５日（日）に開催されます。 

 鳥栖会場である下野町運動広場は、小森野発揚所の近

くですが、長門石発揚所の花火も綺麗に見ることができ

る絶好の観覧場所となっています。 

 なお、当日の１８時３０分から２２時３０分までは、

会場付近に交通規制がかかります。車での来場はできま

せんのでご注意ください。 

 また、鳥栖会場はバーベキューなどの火気厳禁、ペッ

ト同伴不可となっておりますのでご了承ください。 

 雨天の場合は７日（火）、９日（木）、１１日（土）と

順次延期されます。 

 皆さんのご来場をお待ちしています。 

 

 

 

問合せ先 産業経済部  商工振興課 ☎８５－３６０５ 
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